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ARIBの動き

第26回通常総会が開催される

第26回通常総会（議長は大坪会長（松下電器産業株式会社 代表取締役社長））

去る6月18日､グランドプリンスホテル赤坂において第26回通常総会が開催さ
れ､平成19年度の事業報告及び収支決算､高度無線通信研究委員会規程の一部改
正等について審議し､事務局提案のとおり議決して､滞りなく終了しました｡
第26回通常総会において､議決された事項の概要は､次のとおりであります｡

１ 平成19年度事業報告及び収支決算について
(1) 事業報告

当会の設立13年度目である平成19年度は､通信･放送分野における電波の
利用に関する調査研究､研究開発､照会相談業務等のコンサルティング､情
報提供業務､普及啓発事業､電波利用システムの標準規格等の策定･改定､
関連外国機関との連絡及び特定周波数変更対策業務を実施したが､各事業
とも順調に遂行することができました｡
すなわち､調査研究関係としては､①IMT及びブロードバンドワイヤレス
アクセスに関する調査研究を始め7件の調査研究､②重要無線通信の高密



度利用技術に関する調査検討を始め10件の電波有効利用試験研究及び③
安全運転支援システムを中心としたITS情報通信システムの国際展開に関
する調査研究を始め17件の受託調査を行いました｡
研究開発関係としては､デジタル放送システムを始め3件の研究開発を行
いました｡
照会相談業務関係としては､無線回線及び伝搬障害防止に係る照会相談業
務について1,665件の申込みを受け1,679件の処理等を完了しました｡
情報提供業務関係としては､電波法関係告示､標準規格等のデータベース
の整備を行うとともに､電波の有効利用に資する情報をインターネットに
より提供しました｡
普及啓発事業関係としては､電波功績賞として総務大臣賞に5団体､社団法
人電波産業会会長賞に11団体をそれぞれ表彰するとともに､ARIB機関誌
を5回､ARIBニュースを49回それぞれ発行し､電波利用講演会を3回､電波
利用懇話会を4回それぞれ開催し､会員を始め電波関係者に電波の利用に
関する情報の提供を行いました｡
標準規格の策定関係としては､WiMAX標準規格､次世代PHS標準規格
等3件の標準規格等の策定を行うとともに､地上デジタルテレビジョン放
送運用規定技術資料の改定を始め48件の標準規格等の改定を行いました｡
特定周波数変更対策業務としては､アナログ放送とデジタル放送が混在し
た状況で生じるアナログ放送の受信障害対策業務等を実施し､一般受信者
の約5.5万世帯の受信対策を実施しました｡
特定周波数終了対策業務としては､平成16年度に指定を受けた業務を平
成17年度に完了し､平成19年度は新たな指定が無かったため､行いません
でした｡
平成19年度も各事業計画を順調に遂行することができたことは､会員のご
協力及び関係各機関のご支援､ご協力の賜であり､厚く謝意を表するもの
であります｡

(2) 収支決算
平成19年度の収支決算書の総括表は次に掲げるとおりであります｡
(別紙 貸借対照表総括表､正味財産増減計算書総括表､収支計算書総括表を
添付)

２ 高度無線通信研究委員会規程の一部改正について
高度無線通信研究委員会の「IMT-2000部会」については、ITU-R等における
検討の進展を踏まえ、｢IMT Partnership部会｣と改称する等の規程の一部改正
が行われました。

３ その他
大坪会長から､同日開催された第43回理事会において､6月末をもって会長を
退任することとなり､理事の互選により7月1日からは西田厚聰理事が新会長
に就任することとなった旨紹介があり､退任に向けてのご挨拶がありました｡
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第18回電波功績賞表彰式が開催される

去る6月18日､第26回通常総会に引き続き､第19回電波功績賞表彰式が開催され､
総務大臣賞の受賞者の方々に佐藤総務副大臣から表彰状及び副賞が授与されま
した｡
また､社団法人電波産業会会長賞の受賞者の方々に当会の大坪会長から表彰状
及び副賞が贈呈されました｡

１． 総務大臣賞の表彰
(1) 地上デジタル放送方式の海外普及に関する貢献」

杉本 篤実 殿 (有限会社テクアーク 代表取締役)

地上デジタル放送の日本方式(ISDB-T)の海外普及活動において､普及活
動のための組織の発足当初から中心的役割を担い､特にブラジル連邦共
和国においては長年の活動で関係者との友好関係を築き､ISDB-Tを基礎
とした同国の方式決定に多大な貢献をした｡

(2) 「W-CDMAにおけるフェムトセル用超小型基地局装置の開発および実
用化」
株式会社NTTドコモ フェムトBTS開発グループ
代表 尾上 誠蔵 殿 (株式会社NTTドコモ 無線アクセス開発部長)
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移動通信システムにおいて､家庭や小規模店舗向けの屋内設備として､
安価なフェムトセル用超小型基地局装置を世界に先駆けて開発･実用化
し､電波の有効利用に大きく貢献した｡

２． 社団法人電波産業会会長賞の表彰
(1) 「地上デジタルテレビジョン放送共同受信用省電力型ヘッドアンプの

開発・実用化」
地上デジタルテレビジョン放送共同受信用省電力型ヘッドアンプの開
発・実用化グループ
代表 久保 歳弘 殿（財団法人NHKエンジニアリングサービス 受信技術

部副部長）

地上デジタルテレビ放送において､小規模共同受信施設用の省電力ヘッ
ドアンプを開発･実用化し､辺地共同受信施設のデジタル化を低コスト
で実現しデジタル放送の難視解消に大きく貢献した｡

(2) 「Ku帯船上地球局による海洋ブロードバンド衛星通信システムの実用
化」
NTTコミュニケーションズ株式会社
Ku帯海洋ブロードバンド衛星通信システム実用化グループ
代表 芹田 寿博 殿 (NTTコミュニケーションズ株式会社 第二法人営業本

部第三営業部担当部長)
宇宙通信株式会社
Ku帯海洋ブロードバンド衛星通信システム実用化グループ
代表 森合 裕 殿 (宇宙通信株式会社 事業カンパニー営業本部防衛システ

ム部部長)
JSAT株式会社
Ku帯海洋ブロードバンド衛星通信システム実用化グループ
代表 塩田 幸生 殿 (JSAT株式会社 営業本部モバイル・ネットワーク事

業部担当部長)
日本電信電話株式会社
Ku帯海洋ブロードバンド衛星通信システム実用化グループ
代表 土田 敏弘 殿 (日本電信電話株式会社 アクセスサービスシステム研

究所衛星通信サービス推進DP長)

海洋上の衛星通信において、Ku帯の通信衛星を用いた最大6Mbpsの双
方向通信を可能とするシステムを実用化し、電波の有効利用に大きく
貢献した。

(3) 「移動体通信網を活用したGPS測位システムの開発・事業化」
寺本 浩之 殿 (セコム株式会社 技術開発本部 開発センター通信グループ

チーフエンジニア)



位置情報提供システムにおいて、ヒューマンリソースを加味した「さ
がす・みつける・かけつける」というサービスを事業化し、電波を有
効に利用した安心・安全な社会作りに大きく貢献した。

(4) 「次世代PHSのPHS MoUグループにおける世界標準化およびITU-Rにお
ける勧告化の推進」
堀崎 修宏 殿(前PHS MoUグループ議長)

広帯域無線アクセスにおいて、日本国産技術である次世代のPHSの標
準化をPHS MoUグループ議長として主導し、電波の有効利用に大きく
貢献した。

(5) 「携帯電話向けXMLデータの高圧縮／高速復号技術の実用化」
ＫＤＤＩ株式会社
携帯電話向けXMLデータ高圧縮・高速復号サービス開発グループ
代表 小林 亜令 殿 (KDDI株式会社 品川事業所KDDI研究所課長補佐)

移動通信システムにおいて、受信側の信号処理負荷を低減し
たXMLデータの圧縮・高速復号技術を初めて開発し、電波を有効に利
用した携帯電話による大容量コンテンツの高速閲覧サービスの実用化
に大きく貢献した。

表彰式における
大坪会長のご挨拶

表彰式における
佐藤総務副大臣のご祝辞

表彰式における
羽鳥選考委員長のご挨拶



第19回電波功績賞を受賞された皆様

受賞者を代表して杉本篤実様のご挨拶

第146回技術委員会（通信分野）が開催される

第146回技術委員会（通信分野）が開催されましたので、その概要をお知らせ
いたします。

１ 日 時 平成20年6月25日(水)午後2時00分～3時40分まで
２ 場 所 当会第2会議室
３ 議事概要



(1) 事務局から、「我が国の国際競争力を強化するためのＩＣＴ研究開
発・標準化戦略（案）」について説明がありました。

(2) 事務局から、「携帯端末向けマルチメディア放送サービス等の在り
方に関する懇談会報告書」（案）について説明がありました。

電気通信・放送
行政の動き

放送システム委員会報告（案）に対する意見の募集
（衛星デジタル放送の高度化に関する技術的条件）

(平成20年6月24日総務省報道発表)

情報通信審議会放送システム委員会（主査：伊東 晋 東京理科大学教授）は、
「放送システムに関する技術的条件」のうち「衛星デジタル放送の高度化に関
する技術的条件」について検討を行ってまいりました。
このたび、報告（案）を取りまとめましたので、本案に関して広く国民の皆様
から以下の要領で意見を募集いたします。

１ 意見募集の対象
情報通信審議会 情報通信技術分科会 放送システム委員会 報告（案）

２ 検討の背景
11.7GHzを超え12.2GHz以下の周波数の電波を使用する衛星デジタル放送方
式については、電気通信技術審議
会諮問第74号「デジタル放送方式
に係る技術的条件」の一部答申
（平成10年2月9日）において報告
されております。
一方、2011年に終了予定のアナロ
グ放送用3チャンネル及び我が国に
追加割当されている4チャンネルの
活用方策が議論される中で、衛星
放送の取り巻く環境変化を踏ま
え、より効率的に伝送が可能となる最新技術を最大限活用することが必要と
され、そのための技術的条件を取
りまとめることが求められていま
す。（参考資料：1.高度化の目
的・背景、2.現行の衛星デジタル
放送の技術基準策定経緯の図を参
照）
こうした状況を踏まえ、情報通信
審議会情報通信技術分科会放送シ
ステム委員会では、衛星デジタル

http://www.arib.or.jp/osirase/news/img/img647-10.gif
http://www.arib.or.jp/osirase/news/img/img647-11.gif


放送方式の高度化に関する技術的
条件について審議を行っており、これまでの検討結果について、別紙
(http://www.soumu.go.jp/s-news/2008/pdf/080624_11_bt1.pdf)のとおり取りまと
めました。

３ 意見募集の要領
詳細については別紙
（http://www.soumu.go.jp/s-news/2008/080624_11.html）の意見募集要領をご覧
ください。

４ 募集期限
平成20年7月24日(木)午後5時まで

５ 意見提出上の留意点
提出いただいた意見については、内容や氏名（法人等にあってはその名
称）、その他属性に関する情報を公表する場合があります。公表する場合に
匿名を希望される場合には、氏名の欄にその旨を記入してください。
また、意見に対する個別の回答はいたしかねますので、その旨ご了承くださ
い。

６ 今後の予定
意見募集の結果を踏まえ、平成20年７月中に報告を取りまとめる予定です。

詳細は、<http://www.soumu.go.jp/s-news/2008/080624_11.html>をご参照くださ
い。

編集後記

電波の日を中心として電波関係の各種イベントが開催され、当会としては多忙
な時期でありましたが、今回のARIBニュースで紹介しました当会の総会並び
に電波功績賞表彰式までの行事が終了し、平穏を取り戻しつつあります。今年
は、事務局として当会主催の各イベントに参加しましたが、通信・放送関係に
おける当会の重要性をあらためて認識しました。

（国際普及P 広瀬）
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